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5.5 一般水質 

5.5.1 バングラデシュ飲用水水質基準及び WHO ガイドライン値との比較  

ラボによる水質分析結果からバングラデシュ飲用水水質基準及び WHO ガイドラ

イン値との比較を行った。基準等を超過した結果を表 5.5.9～5.5.14 に示す。以下

に基準等を超過した試料について述べる。分析項目および分析方法を表 5.5.1 に示

す。 

表 5.5.1 分析項目と分析方法 

Analytical 
parameters 

Standard No Analytical 
parameters 

Standard No 

PH 4500 H+ B Sodium 3111 B 
Temperature Thermometric 

method 
Potassium 3111 B 

Electric conductivity Electrometric 
method 

Dissolved iron 3111 B 

Hardness Titrimetric method Dissolved 
manganese 

3111 B 

TDS 2540 C Calcium 3111 B 
COD 5220 Magnesium 3111 B 
Ammonium Nessler’s method Cadmium 3113A, 3113B 
Nitrite 4500 NO2

- B Total chromium 3113A, 3113B 
Nitrate APHA-4500 Copper 3113A, 3113B 
Sulfate 4500 SO4

2- Lead 3113A, 3113B 

Chloride 
Turbidity of 
silver-chloride 
method 

Mercury 3112B 

Bicarbonate Titrimetric method Nickel 3113A, 3113B 
Fluoride 4500 F- D Zinc 3111C 
Cyanide 4500 CN- E   

 
1) ポルシャバ深層観測井・観測孔 

a. チュアダンガ・ポルシャバの深層地下水 

深度 200ｍ以上の観測井および観測孔でバングラデシュ基準値または WHO ガイド

ライン値を超えた水質項目は、アンモニア、マンガン、鉄、カルシウム、マグネ

シウムである。 

アンモニアはバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた試料は３試料であった

が、最高値は Ch-2 井戸の 1.2 mg/l であり、WHO ガイドライン値（= 1.5 mg/l）を

超えたものはなかった。マンガンは 24 試料中 13 試料でバングラデシュおよび

WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）

を超えた試料は２試料であった。最高値はCh-1井戸で測定された 0.87 mg/lである。

鉄は 24 試料中 23 試料で WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。このうち、

バングラデシュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えたものは 20 試料で、最高値は Ch-1 井

戸で測定された 16 mg/l であった。カルシウムは、24 試料中 1７試料がバングラデ
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シュ基準値（= 75 mg/l）を超えた。最高値は Ch-1 井戸で測定された 130 mg/l であ

る。COD は、24 試料中 1 試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。測

定値は Ch-1 井戸で測定された 31 mg/l である。 

 

b. ジェナイダ・ポルシャバの深層地下水 

深度 200ｍ以上の観測井および観測孔でバングラデシュ基準値または WHO ガイド

ライン値を超えた水質項目は、マンガン、鉄、カルシウム、マグネシウム、鉛、

COD である。 

マンガンは 23 試料中８試料でバングラデシュおよび WHO 値（= 0.1 mg/l）を超え

た。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた試料は１試料であ

った。最高値は Jh-2-4 孔で測定された 0.72 mg/l である。鉄は 23 試料中 22 試料で

WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。このうち、バングラデシュ基準値（= 

1.0 mg/l）を超えたものは 19 試料で、最高値は Jh-1 井戸で測定された 18 mg/l であ

った。カルシウムは、23 試料中 15 試料がバングラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超

えた。最高値は Jh-1 井戸で測定された 110 mg/l である。マグネシウムは、バング

ラデシュ基準値（=35 mg/l）を超えた試料は 23 試料中 14 試料であった。最高値は

Jh-1 井戸および Jh-1-4 孔で測定された 38 mg/l であった。鉛で WHO ガイドライン

値（＝ 0.01 mg/l）を超えた試料は３試料であった。最高値は Jh-1-4 孔の 0.013 mg/l

であったが、バングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を上まわる試料はなかった。

COD は、23 試料中 1 試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。測定値

は Jh-2 井戸で測定された 27 mg/l である。 

 

c. ジェソール・ポルシャバの深層地下水 

深度 200ｍ以上の観測井および観測孔でバングラデシュ基準値または WHO ガイド

ライン値を超えた水質項目は、pH、マンガン、鉄、カルシウム、マグネシウム、

COD である。 

pH は Js-1-4 孔で１試料がバングラデシュ基準値（6.5 以上 8.5 以下）を超える 8.86

を示した。マンガンは 19 試料中 18 試料でバングラデシュおよび WHO 値（= 0.1 

mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた試料

は 11 試料であった。最高値は Js-2 井戸で測定された 2.3 mg/l である。鉄は 19 試料

中 18 試料で WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。このうち、バングラデ

シュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えたものは 16 試料で、最高値は Js-2 井戸で測定され

た 15 mg/l であった。カルシウムは、19 試料中 10 試料がバングラデシュ基準値（= 

75 mg/l）を超えた。最高値は Js-1 井戸で測定された 84 mg/l である。マグネシウム
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は、バングラデシュ基準値（=35 mg/l）を超えた試料は１試料であった。COD は、

19 試料中５試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高値は J-2 井戸

で測定された 180 mg/l である。 

 

2) モデル村落深層観測孔 

a. チュアダンガ県ボロドゥドゥパティラ村 

コアボーリング孔（深度 300ｍ）から転用した深層観測孔においてバングラデシュ

基準値または WHO ガイドライン値を超えた水質項目は、アンモニア、マンガン、

鉄、カルシウム、マグネシウム、COD である。 

アンモニアはバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた試料は７試料中７試料

すべてであった。最高値は掘削直後の 1.8 mg/l であり、この１試料が WHO ガイド

ライン値（= 1.5 mg/l）を超えた。マンガンは７試料中５試料でバングラデシュ基

準値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）

を超えた試料は１試料で、測定された値は 0.51 mg/l である。鉄は７試料中７試料

すべてで WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。このうち、バングラデシ

ュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えたものは６試料で、最高値は掘削直後に測定された

15 mg/l であった。カルシウムは、７試料中５試料がバングラデシュ基準値（= 75 

mg/l）を超えた。最高値はモニタリング５ヶ月目に測定された 110 mg/l である。マ

グネシウムは、バングラデシュ基準値（= 35 mg/l）を超えた試料は１試料であった。

最高値はモニタリング 1 ヶ月目に測定された 43 mg/l である。COD は、７試料中２

試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。測定値はモニタリング２ヶ月

目及び３ヶ月目に測定された 39 mg/l である。 

 

b. ジェナイダ県クリシュナ・チャンドラプール村 

コアボーリング孔（深度 300ｍ）から転用した深層観測孔においてバングラデシュ

基準値または WHO ガイドライン値を超えた水質項目は、pH、アンモニア、マン

ガン、鉄、カルシウム、ナトリウム、COD である。 

pH は、モニタリング１ヶ月目にバングラデシュ基準値（6.5 以上 8.5 以下）を超え

る 8.78 を観測した。アンモニアはバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた試

料は７試料中５試料であった。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝1.5 mg/l）

を超えた試料は２試料であった。最高値はモニタリング３ヶ月目の 1.6 mg/l である。

マンガンは７試料中５試料でバングラデシュおよび WHO 値（= 0.1 mg/l）を超え

た。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた試料はなく、最高

値はモニタリング６ヶ月目の 0.28 mg/l である。 
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鉄は７試料中６試料で WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。このうち、

バングラデシュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えたものは６試料で、最高値はモニタリ

ング６ヶ月目に測定された 5.3 mg/l であった。カルシウムは、７試料中５試料がバ

ングラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超えた。最高値はモニタリング５ヶ月目に測定

された 130 mg/l である。 ナトリウムは、7 試料中 1 試料がバングラデシュおよび

WHO 値（= 200 mg/l）を超えた。測定値はモニタリング１ヶ月目の 200 mg/l であ

る。COD は、７試料中２試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高

値はモニタリング１ヶ月目に測定された 39 mg/l である。 

 

c. ジェソール県ラジュナガール・バンカバルシ村 

コアボーリング孔（深度 300ｍ）から転用した深層観測孔においてバングラデシュ

基準値または WHO ガイドライン値を超えた水質項目は、亜硝酸、アンモニア、マ

ンガン、鉄、ニッケル、COD である。 

亜硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）を超える試料が２試料あったが、濃

度は 2.2 mg/l であり、WHO ガイドライン値（＝ 3.0 mg/l）は超えなかった。アン

モニアはバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた試料は７試料中２試料であ

った。最高値はモニタリング５ヶ月目の 1.1 mg/l であるが、WHO ガイドライン値

（= 1.5 mg/l）は超えなかった。マンガンは７試料中１試料がバングラデシュおよ

び WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）

を超えた試料はなく、最高値はモニタリング６ヶ月目の 0.20 mg/l である。鉄は７

試料中３試料で WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。このうち、バング

ラデシュ基準値（＝1.0 mg/l）を超えたものはなく、最高値はモニタリング６ヶ月

目に測定された 0.70 mg/l であった。ニッケルは、７試料中１試料が WHO ガイド

ライン値（= 0.02 mg/l）を超えた。このうち、バングラデシュ基準値（＝0.1 mg/l）

を超えた試料はなく、最高値はモニタリング２ヶ月目の 0.037 mg/l であった。COD

は、７試料中２試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高値は掘削

直後に測定された 39 mg/l である。 

 

3) ポルシャバ観測孔／観測井及びモデル村落観測孔の基準値超過試料への考え方 

ポルシャバ観測孔／観測井及びモデル村落観測孔の試料について、バングラデシ

ュ基準値及び WHO ガイドラインを超過した項目の説明及び超過試料の発生状況

を表 5.5.15 に示す。健康影響の面から考慮した場合、マンガンがいくつかの試料

で WHO 健康ガイドライン（0.5 mg/l）を超過している。 
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4) モデル村落改良型深井戸 

a. チュアダンガ県ボロドゥドゥパティラ村 

改良型深井戸においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値を超え

た水質項目は、亜硝酸、アンモニア、マンガン、鉄、カルシウム及び鉛である。 

亜硝酸について、バングラデシュ基準値（＝1 mg/l）を超えた試料は 12 試料中３

試料であった。このうち WHO ガイドライン値（= ３ mg/l）を超えた試料はなか

った。最高値は 2.5 mg/l である。アンモニアはバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）

を超えた試料は 12 試料中８試料であった。このうち６試料が WHO ガイドライン

値（= 1.5 mg/l）を超えた。最高値は 1.8 mg/l である。マンガンは 12 試料全てがバ

ングラデシュ基準値及び WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガ

イドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた試料はなく、最高値は 0.32 mg/l である。鉄は

12 試料全てが WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）及びバングラデシュ基準値（= 1.0 

mg/l）を超えた。最高値は 5.1 mg/l であった。カルシウムは、12 試料全てがバング

ラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超えた。最高値は 92 mg/l である。鉛で WHO ガイ

ドライン値（＝ 0.01 mg/l）を超えた試料は 12 試料中１試料（＝0.010 mg/l）であ

った。バングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を上まわる試料はなかった。 

 

b. ジェナイダ県クリシュナ・チャンドラプール村 

改良型深井戸においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値を超え

た水質項目は、アンモニア、マンガン、鉄、カルシウム及び COD である。 

アンモニアでバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた試料は 12 試料全てであ

った。このうち８試料が WHO ガイドライン値（= 1.5 mg/l）を超え、最高値は 5.4 

mg/l である。マンガンは 12 試料中７試料がバングラデシュ基準値及び WHO 値（= 

0.1 mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた

試料はなく、最高値は 0.46 mg/l である。鉄は 12 試料全てが WHO ガイドライン値

（= 0.3 mg/l）及びバングラデシュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えた。最高値は 9.8 mg/l

であった。カルシウムは、12 試料全てがバングラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超

えた。最高値は 130 mg/l である。COD は、12 試料中４試料がバングラデシュ基準

値（= 4 mg/l）を超えた。最高値は 39 mg/l である。 

 

c. ジェソール県ラジュナガール・バンカバルシ村 

改良型深井戸においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値を超え

た水質項目は、亜硝酸、アンモニア、マンガン、鉄、鉛及び COD である。 

亜硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）を超える試料が 12 試料中３試料あ
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ったが、WHO ガイドライン値（＝ 3.0 mg/l）は超えなかった。最高値は 2.0 mg/l

である。アンモニアでバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた試料は 12 試料

中８試料であった。このうち６試料が WHO ガイドライン値（= 1.5 mg/l）を超え、

最高値は 8.4 mg/l である。マンガンは 12 試料中４試料がバングラデシュ基準値及

び WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）

を超えた試料はなく、最高値は 0.20 mg/l である。鉄は 12 試料中８試料が WHO ガ

イドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。そのうち３試料がバングラデシュ基準値（= 

1.0 mg/l）を超えた。最高値は 1.5 mg/l であった。鉛で WHO ガイドライン値（＝ 0.01 

mg/l）を超えた試料は 12 試料中１試料（＝0.015 mg/l）であった。バングラデシュ

基準値（＝ 0.05 mg/l）を上まわる試料はなかった。COD は、12 試料中１試料がバ

ングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高値は 39 mg/l である。 

 

5) 調査地域内既存井戸 

a. 雨季における既存浅井戸 

既存浅井戸においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値を超えた

水質項目は、TDS、硝酸、亜硝酸、アンモニア、マンガン、鉄、塩素、重炭酸、カ

ルシウム、マグネシウム、ナトリウム、フッ素、カドミウム、全クロム、鉛、ニ

ッケル及び COD である。 

TDS は 23 試料中２試料がバングラデシュ基準値及び WHO 値（共に 1000 mg/l）

を超えた。最高値は 1650 mg/l である。硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 10 mg/l）

を超える試料が 23 試料中３試料あった。そのうち最高値を示す 1 試料（＝180 mg/l）

が、WHO ガイドライン値（＝ 50 mg/l）を超えた。亜硝酸はバングラデシュ基準

値（＝ 1.0 mg/l）を超える試料が 23 試料中４試料あったが、そのうち３試料が

WHO ガイドライン値（＝ 3.0 mg/l）を超えた。最高値は 4.2 mg/l である。アンモ

ニアは、23 試料中７試料がバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）及び WHO ガイド

ライン値（= 1.5 mg/l）を超えた。マンガンは 23 試料中 20 試料がバングラデシュ

基準値及び WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、９試料が WHO 健康ガイド

ライン値（＝0.5 mg/l）を超えた。最高値は 0.93 mg/l である。鉄は 23 試料中 19 試

料が WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。そのうち 11 試料がバングラデ

シュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えた。最高値は 11 mg/l であった。塩素イオンは 23

試料中１試料（＝330 mg/l）が WHO 値（=250 mg/l）を超えた。しかし、バングラ

デシュ基準値（＝600 mg/l）は超えていない。重炭酸イオンは、23 試料中１試料（＝

720 mg/l）がバングラデシュ基準値（=600 mg/l）を超えた。カルシウムは、23 試料

中 17 試料がバングラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超えた。最高値は 160 mg/l であ

 5-108



第５章  深層帯水層の調査 
要約 

る。マグネシウムは、バングラデシュ基準値（= 35 mg/l）を超えた試料は 23 試料

中２試料であった。最高値は 45 mg/l である。ナトリウムは、23 試料中 1 試料

（290mg/l）がバングラデシュおよび WHO 値（= 200 mg/l）を超えた。フッ素はバ

ングラデシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）を超える試料が 23 試料中４試料あったが、そ

のうち WHO ガイドライン値（＝ 1.5 mg/l）を超えた試料はなかった。最高値は 1.2 

mg/l である。カドミウムは WHO ガイドライン値（＝ 0.003 mg/l）を超えた試料が

23試料中８試料あったが、そのうち５試料がバングラデシュ基準値（＝ 0.005 mg/l）

を超えた。最高値は 0.0079 mg/l である。全クロムはバングラデシュ基準値（＝ 0.05 

mg/l）を超える試料が 23 試料中 21 試料あった。最高値は 0.22 mg/l である。鉛で

WHO ガイドライン値（＝ 0.01 mg/l）を超えた試料は 23 試料中４試料であった。

そのうち、バングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を上まわる試料はなかった。最

高値は 0.030 mg/l である。ニッケルで WHO ガイドライン値（＝ 0.02 mg/l）を超

えた試料は 23 試料中 14 試料であった。そのうち、バングラデシュ基準値（＝ 0.1 

mg/l）を上まわる試料はなかった。最高値は 0.069 mg/l である。COD は、23 試料

中４試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高値は 160 mg/l である。 

 

b. 雨季における既存生産井 

既存生産井においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値を超えた

水質項目は、亜硝酸、アンモニア、マンガン、鉄、カルシウムである。 

亜硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）を超える試料が７試料中１試料（=1.1 

mg/l）あったが、WHO ガイドライン値（＝ 3.0 mg/l）は超えなかった。アンモニ

アは、７試料中２試料がバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた。そのうち

WHO ガイドライン値（= 1.5 mg/l）を超えた試料はなかった。最高値は 1.2 mg/l で

ある。マンガンは７試料中５試料がバングラデシュ基準値及び WHO 値（= 0.1 mg/l）

を超えた。このうち、１試料が WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた。

最高値は0.68 mg/lである。鉄は７試料中４試料がWHOガイドライン値（= 0.3 mg/l）

を超えた。そのうち２試料がバングラデシュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えた。最高

値は 1.5 mg/l であった。カルシウムは、７試料中６試料がバングラデシュ基準値（= 

75 mg/l）を超えた。最高値は 97 mg/l である。 

 

c. 乾季における既存浅井戸 

既存浅井戸においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値を超えた

水質項目は、TDS、亜硝酸、アンモニア、マンガン、鉄、塩素、重炭酸、カルシウ

ム、マグネシウム、ナトリウム、フッ素、鉛及び COD である。 
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TDS は 23 試料中２試料がバングラデシュ基準値及び WHO 値（共に 1000 mg/l）

を超えた。最高値は 1450 mg/l である。亜硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）

を超える試料が 23 試料中２試料あったが、そのうち１試料が WHO ガイドライン

値（＝ 3.0 mg/l）を超えた。最高値は 3.3 mg/l である。アンモニアは、23 試料全て

がバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）及び WHO ガイドライン値（= 1.5 mg/l）を

超えた。最高値は 20 mg/l である。マンガンは 23 試料全てがバングラデシュ基準

値及び WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、10 試料が WHO 健康ガイドラ

イン値（＝0.5 mg/l）を超えた。最高値は 1.5 mg/l である。鉄は 23 試料中 22 試料

が WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。そのうち 20 試料がバングラデシ

ュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えた。最高値は 8.1 mg/l であった。塩素イオンは 23 試

料中１試料（＝570 mg/l）が WHO 値（=250 mg/l）を超えた。しかし、バングラデ

シュ基準値（＝600 mg/l）は超えていない。重炭酸イオンは、23 試料中１試料（＝

700 mg/l）がバングラデシュ基準値（=600 mg/l）を超えた。カルシウムは、23 試料

中 18 試料がバングラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超えた。最高値は 130 mg/l であ

る。マグネシウムは、バングラデシュ基準値（= 35 mg/l）を超えた試料は 23 試料

中１試料（=37mg/l）であった。ナトリウムは、23 試料中２試料がバングラデシュ

および WHO 値（= 200 mg/l）を超えた。最高値は 400 mg/l である。フッ素はバン

グラデシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）を超える試料が 23 試料中３試料あったが、その

うち 1 試料が WHO ガイドライン値（＝ 1.5 mg/l）を超えた。測定値は 1.7 mg/l で

ある。鉛で WHO ガイドライン値（＝ 0.01 mg/l）を超えた試料は 23 試料中４試料

であった。そのうち、バングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を上まわる試料はな

かった。最高値は 0.037 mg/l である。COD は、23 試料中５試料がバングラデシュ

基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高値は 85 mg/l である。 

 

d. 乾季における既存生産井 

既存生産井においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値を超えた

水質項目は、アンモニア、マンガン、鉄、カルシウム及び鉛である。 

アンモニアは、７試料全てがバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）及び WHO ガイ

ドライン値（= 1.5 mg/l）を超えた。最高値は 8.2 mg/l である。マンガンは７試料全

てがバングラデシュ基準値及び WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、３試

料が WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた。最高値は 0.75 mg/l である。

鉄は７試料中全てが WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。そのうち６試

料がバングラデシュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えた。最高値は 2.6 mg/l であった。カ

ルシウムは、７試料中６試料がバングラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超えた。最高
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値は 110 mg/l である。鉛で WHO ガイドライン値（＝ 0.01 mg/l）を超えた試料は

７試料中２試料であった。そのうち、バングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を上

まわる試料はなかった。最高値は 0.047 mg/l である。 

 

6) モデル村落既存井戸及び池水 

a. モデル村落既存井戸 

モデル村落内の既存浅井戸においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドラ

イン値を超えた水質項目は、TDS、硝酸、亜硝酸、アンモニア、マンガン、鉄、塩

素、重炭酸、カルシウム、マグネシウム、ナトリウム、全クロム、鉛、ニッケル

及び COD である。 

TDS は 15 試料中５試料がバングラデシュ基準値及び WHO 値（共に 1000 mg/l）

を超えた。最高値は 1710 mg/l である。硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 10 mg/l）

を超える試料が 15 試料中４試料あった。WHO ガイドライン値（＝ 50 mg/l）を超

える試料はなかった。最高値は 23 mg/l である。亜硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 

1.0 mg/l）を超える試料が 15 試料中４試料あったが、そのうち２試料が WHO ガイ

ドライン値（＝ 3.0 mg/l）を超えた。最高値は 4.0 mg/l である。アンモニアは、15

試料中 11 試料がバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）及び WHO ガイドライン値（= 

1.5 mg/l）を超えた。最高値は 27 mg/l である。マンガンは 15 試料中７試料がバン

グラデシュ基準値及び WHO 値（= 0.1 mg/l）を超えた。このうち、４試料が WHO

健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えた。最高値は 1.1 mg/l である。鉄は 15 試

料全てが WHO ガイドライン値（= 0.3 mg/l）を超えた。そのうち９試料がバング

ラデシュ基準値（= 1.0 mg/l）を超えた。最高値は 8.2 mg/l であった。塩素イオンは

15 試料中５試料が WHO 値（=250 mg/l）を超えた。しかし、バングラデシュ基準

値（＝600 mg/l）は超えていない。最高値は 540 mg/l であった。重炭酸イオンは、

15 試料中２試料がバングラデシュ基準値（=600 mg/l）を超えた。最高値は 757 mg/l

であった。カルシウムは、15 試料全てがバングラデシュ基準値（= 75 mg/l）を超

えた。最高値は 110 mg/l である。マグネシウムは、バングラデシュ基準値（= 35 mg/l）

を超えた試料は 15 試料中５試料であった。最高値は 47 mg/l である。ナトリウム

は、15 試料中５試料がバングラデシュおよび WHO 値（= 200 mg/l）を超えた。最

高値は 410 mg/l であった。全クロムはバングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を超

える試料が 15 試料中２試料あった。最高値は 0.066 mg/l である。鉛で WHO ガイ

ドライン値（＝ 0.01 mg/l）を超えた試料は 15 試料中２試料であった。そのうち、

バングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を上まわる試料はなかった。最高値は 0.014 

mg/l である。ニッケルで WHO ガイドライン値（＝ 0.02 mg/l）を超えた試料は 15
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試料中３試料であった。そのうち、バングラデシュ基準値（＝ 0.1 mg/l）を上まわ

る試料はなかった。最高値は 0.029 mg/l である。COD は、15 試料中４試料がバン

グラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高値は 44 mg/l である。 

 

b. モデル村落池水 

モデル村落内の池水においてバングラデシュ基準値または WHO ガイドライン値

を超えた水質項目は、硝酸、亜硝酸、アンモニア、マンガン、カリウム、フッ素、

鉛及び COD である。 

硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 10 mg/l）を超える試料が 27 試料中４試料あっ

た。そのうち、WHO ガイドライン値（＝ 50 mg/l）を超える試料はなかった。最

高値は 42 mg/l である。亜硝酸はバングラデシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）を超える試

料が 27 試料中３試料あったが、そのうち２試料が WHO ガイドライン値（＝ 3.0 

mg/l）を超えた。最高値は 6.6 mg/l である。 

アンモニアは、27 試料中９試料がバングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えた。

そのうち、２試料が WHO ガイドライン値（= 1.5 mg/l）を超えた。最高値は 4.8 mg/l

である。マンガンは 27 試料中２試料がバングラデシュ基準値及び WHO 値（= 0.1 

mg/l）を超えた。このうち、WHO 健康ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超える試料

はなかった。最高値は 0.16 mg/l である。カリウムは 27 試料中５試料がバングラデ

シュ基準値（= 12 mg/l）を超えた。最高値は 62 mg/l であった。フッ素はバングラ

デシュ基準値（＝ 1.0 mg/l）を超える試料が 27 試料中７試料あったが、そのうち

５試料が WHO ガイドライン値（＝ 1.5 mg/l）を超えた。最高値は 3.6 mg/l である。

鉛で WHO ガイドライン値（＝ 0.01 mg/l）を超えた試料は 27 試料中１試料

（=0.011mg/l）であったが、バングラデシュ基準値（＝ 0.05 mg/l）を超えなかった。

COD は、27 試料中 10 試料がバングラデシュ基準値（= 4 mg/l）を超えた。最高値

は 78 mg/l である。 

 

7) ケシャプールタナ観測井 

ケシャプールタナの観測井において、バングラデシュ基準値または WHO ガイドラ

イン値を超えた水質項目は、アンモニア及び鉄である。 

アンモニアは、バングラデシュ基準値（＝0.5 mg/l）を超えたが、WHO ガイドライ

ン値（= 1.5 mg/l）は超えなかった。測定値は 1.4 mg/l である。鉄は WHO ガイドラ

イン値（= 0.3 mg/l）を超えた。しかし、バングラデシュ基準値（= 1.0 mg/l）は超

えていない。測定値は 0.57 mg/l であった。 
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5.5.2 砒素と一般水質との関係 

本調査で設置した観測井・観測孔における砒素濃度および一般水質分析結果にも

とづき、砒素濃度と一般水質項目との関係を検討した。 

 

鉄と砒素、アンモニア、酸化還元電位、pH の関係 

図 5.5.1 には、溶存鉄と砒素、アンモニア、酸化還元電位（換算値）、pH との関係

を示す。調査地域に設置した観測井・観測孔では、鉄濃度が一般に高く、０～17 mg/l

の範囲を示す。砒素濃度が 0.05 mg/l 以上を示す地下水サンプルは、鉄濃度が 1～6 

mg/l の範囲にある。NH4 – Fe プロット（グラフ b））をみると、砒素濃度の高いサ

ンプルは、鉄、アンモニアとも高い濃度を有することがわかる。グラフ c)は、鉄

濃度が高くなるに連れて酸化還元電位（Eh）が低くなることを示している。鉄濃

度が 5～15 mg/l のサンプルのほとんどは、Eh 値が–20～+100 mV である。しかし、

砒素に汚染されたサンプルは、グラフの左上の部分に集中してプロットされる。

鉄濃度と pH 値は逆相関関係を示す。グラフ d)に示すように、鉄濃度が 5 mg/l 以上

のサンプルは、pH 値が 6.8～7.5 の範囲である。 

 

5.5.3 ハンドポンプ設置予定観測孔の水質再確認と井戸利用指導 

本調査を通じて掘削したポルシャバ及びモデル村落の観測孔にハンドポンプを設

置して住民に安全に利用してもらうため、日本国内で水質再確認測定をおこなっ

た。ハンドポンプ設置を予定している井戸は全 15 本の深井戸（補足調査で掘削し

た深井戸（Brahmakati）を除く）のうち、調査期間中のモニタリングの結果、1 度

も砒素濃度がＷＨＯガイドライン値（＝0.01 mg/l）を超えなかったもの 7 本である。

これら 7 本の深井戸における井戸水のサンプリングは 2002 年の 9 月中旬に行われ

た。日本国内で実施した水質再測定の結果及びこの結果に基づいて現地で行った

井戸利用指導については、以下のとおりである。 

 

(1) 水質再測定結果 

現場測定及び日本国内での水質分析結果を表 5.5.17 に示す。分析結果はバングラ

デシュ国内での委託分析結果と概ね調和的な傾向を示し、これまでの現地分析の

信頼度を補強するものであったと言える。この結果のうち、バングラデシュ基準

値、ＷＨＯガイドライン値との比較で考慮が必要なものを以下に示す。 

砒素についてはいずれの測定結果もバングラデシュの飲用水基準値（＝0.05 mg/l）

以下であったものの、７試料中２試料がＷＨＯガイドライン値（＝0.01 mg/l）をわ

ずかに超え、いずれも 0.011mg/l であった。マンガンは 7 試料中 5 試料がバングラ
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デシュ基準値（＝0.1 mg/l）を超え、そのうち 2 試料は WHO 健康ガイドライン値

（＝0.5 mg/l）を超えている（0.60 mg/l 及び 0.50 mg/l）。鉄は 7 試料中 6 試料がバ

ングラデシュ基準値（＝1 mg/l）及び WHO ガイドライン値（＝0.3 mg/l）を超えた。

また NO2、Ca、Mg、COD でバングラデシュ基準値を超えるものが見られた。カド

ミウム、全クロム、銅、シアン、鉛、水銀、ニッケル等の重金属はすべての試料

で検出限界以下であった。 

以上の水質結果を次のように解釈する。WHO ガイドライン値を超えた 2 箇所の井

戸（OH-Jh2-4、OH-Ch1-4）の砒素濃度はモニタリング期間中においてガイドライ

ン値を超えることはなかったが、ほかの井戸に比べるとやや高めの値を示してい

た。今回その 2 箇所で WHO ガイドライン値を超えた原因として、季節的な濃度の

変動によるものであるか（モニタリングの結果から一般に雨季に砒素濃度が高く

なる傾向が見られる）、あるいは徐々に砒素濃度が増加傾向にあるのか、といった

直接の原因は不明である。マンガンのバングラデシュ基準値の 0.1 mg/l は、WHO

ガイドラインによると洗濯物への着色、あるいは味等で苦情がでる目安として設

定されている。測定試料のうちマンガン濃度が健康に影響を与えうるとされる

WHO ガイドライン値（＝0.5 mg/l）を超えたものは、砒素濃度が WHO ガイドライ

ン値を超えた井戸と同じ 2 試料のみであった。鉄濃度は全体的に高い値を示して

おり、味、におい等の問題はあるものの、直接健康に影響を与えるものではない

とされている。NO2でバングラデシュ基準値（＝1 mg/l）を超えた１箇所（1.7 mg/l）

についても、健康に影響を与えうるとして設定されている WHO ガイドライン値

（＝3 mg/l）は下回っている。また日本国内では普通、「硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素」として NO2と NO3を一緒にした窒素量で基準を定めていることが多く、そ

の基準値は例えば我が国の水道法による飲料水水質基準で 10 mg/l である。Ca、

Mg、COD も同様に健康に悪影響を与える指標ではない。 

 

(2) 水質測定結果を踏まえた井戸利用に関する調査団の対応 

以上の水質再分析結果から、7 箇所の井戸利用に対して調査団は以下の対応を行っ

た。 

a. 砒素とマンガンで WHO ガイドライン値を超えた OH-Jh2-4（ジェナイダ）、

OH-Ch1-4（チュアダンガ）の 2 箇所の井戸については既に調査団によりハンド

ポンプが設置されているが、住民の利便性を考慮しハンドポンプは取り外さな

かった。ただし、飲用には危険があることを示す黄色のペンキを塗り、飲用に

は使用しないように説明するとともに、引き続き飲用以外の用途に利用するこ

とは可能であることを指導した。 
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b. 他の 5 箇所の井戸についてもすべてハンドポンプを設置した。対象井戸は全般

に鉄濃度が高く酸化還元電位（Eh 値）が低いことから、酸化による水中の鉄濃

度の低下がある程度期待できる。飲用に際しては一晩以上汲み置きして利用す

るように指導した。 

c. 井戸の利用方法を徹底させるため、井戸を利用する住民に現地で直接説明する

とともに、村のリーダーあるいは井戸を設置した土地のオーナー等のキーパー

ソンに今回の測定結果を手渡して説明し、状況をよく把握してもらった。また、

今後水質等で問題が生じた場合には、DPHE に連絡するように指導した。 

DPHE 本部のカウンターパートには、今回の水質結果の報告を行い上述した調査団

の井戸利用方針をあらかじめ説明し了解を得た。またチュアダンガ、ジェナイダ、

ジェソールの DPHE 地方事務所およびタナ事務所の Executive Engineer、

Sub-Assistant Engineer、Sub-Divisional Engineer にも同様の説明を行った。更に、今

後も機会があるたびにモニタリングを実施していくよう、再度 DPHE 側に要望し

た。 

 

5.5.4 一般水質項目の評価 

 (1) ポルシャバ観測井・観測孔 

ポルシャバ試掘サイトの浅層帯水層に設置した観測孔の地下水や、既存井戸（浅

井戸や既存ポルシャバ水源井戸）と比較すると、深度 200ｍ以上の観測井・観測孔

の一般水質は全般に良好であると判断される。いくつかの一般水質項目で WHO ガ

イドライン値やバングラデシュ基準値を上回るものがあるが、毒性の高い項目、

例えばカドミウムやクロム、銅、シアン、水銀は、全てのサンプルがＷＨＯガイ

ドライン値及びバングラデシュ基準値以下である。 

鉄については、多数のサンプルがＷＨＯガイドライン値及びバングラデシュ基準

値を上回っているが、WHO のガイドラインではガイドライン値として設定された

鉄濃度は色や味、臭い等でユーザーから苦情の出るレベルとして設定されており、

健康被害の観点からのガイドライン値は提案されていない。鉄濃度は、還元環境

の地下水で高い場合が多いことが知られている。 

鉄と同様に、カルシウムやマグネシウムについても多くのサンプルがバングラデ

シュ基準値を超えているが、これらの水質についても WHO は健康面でのガイドラ

イン値を設定していない。したがって、これらの水質が基準値を超えていること

は、とくに重大な問題とみなさなくてもよいと判断される。  

マンガンについては、いくつかのサンプルで高い値が見られるが、深層地下水は

浅層地下水と比較するとマンガン濃度が低い。また、約 8 割の深層地下水サンプ
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ルは WHO ガイドライン値（健康ガイドライン値）以下である。 

鉛については、3 地点でＷＨＯガイドライン値をわずかに超えたが、散発的な発生

状況であり、健康に被害を与えるような影響はないと判断される。 

アンモニアは、いくつかのサンプルで基準値を超えているが、そのほとんどは浅

層地下水のサンプルである。それに比較して、深層地下水は汚染の程度が小さい

と判断される。アンモニアの起源については本調査では検討しなかったが、浅層

地下水については肥料やし尿類からの汚染が推測される。一方、深層部ではバク

テリア等による生物劣化作用の影響も考えられる。 

ＣＯＤについては、いくつかのサンプルでバングラデシュ基準値を超えたが、有

機物による汚染というよりは、地下水の還元性による影響が大きいと思われる。

ＣＯＤについては、WHO は健康面でのガイドライン値を設定していない。 

 

(2) モデル村落地下水観測孔 

全般にコアボーリング孔を転用した観測孔におけるモデル村落での深層地下水は、

良好な水質であると判断される。いくつかの一般水質項目で WHO ガイドライン値

やバングラデシュ基準値を上回るものがあるが、毒性の高い項目、例えばカドミ

ウムや全クロム、銅、シアン、鉛、水銀は、全てのサンプルがＷＨＯガイドライ

ン値及びバングラデシュ基準値以下である。 

マンガンについては１試料だけ WHO の健康ガイドライン値を超えた。マンガンも

地質起源と考えられ、一般に還元環境の地下水で濃度が高くなる傾向がある。 

鉄については、多数のサンプルがＷＨＯガイドライン値及びバングラデシュ基準

値を上回っているが、WHO のガイドラインではガイドライン値として設定された

鉄濃度は色や味、臭い等でユーザーから苦情の出るレベルとして設定されており、

健康被害の観点からのガイドライン値は提案されていない。鉄濃度は、還元環境

の地下水で高い場合が多いことが知られている。 

鉄と同様に、カルシウムやマグネシウムについても多くのサンプルがバングラデ

シュ基準値を超えているが、これらの水質についても WHO は健康面でのガイドラ

イン値を設定していない。したがって、これらの水質が基準値を超えていること

は、とくに重大な問題とみなさなくてもよいと判断される。  

亜硝酸も２つの試料でバングラデシュ基準値を越えたが、WHO 健康ガイドライン

値を下回っている。 

アンモニアについては、3 試料が WHO ガイドライン値以上の値を示すが、前述の

ように健康面でとくに影響はないと判断される。 

ニッケルについては、1 試料が WHO ガイドライン値をわずかに超えたが、バング
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ラデシュ基準値以下であり、健康面での重大な影響はないと判断される。 

ＣＯＤについては、いくつかのサンプルでバングラデシュ基準値を超えたが、有

機物による汚染というよりは、地下水の還元性による影響が大きいと思われる。

ＣＯＤについては、WHO は健康面でのガイドライン値を設定していない。 

モデル村落で深層地下水と浅層地下水の一般水質を比較すると、深層地下水の水

質の方が良好である。図 5.5.2 から 5.5.5 には、ラジュナガール・バンカバルシ村

の例を示す。同一村において深層地下水と既存浅井戸の一般水質を比較すると、

深層地下水がより飲料用に適していることを示している。このように、深層地下

水の一般水質を評価すると、調査で得られた結果は深層地下水が飲料用に適して

いることを示している。これまでに述べたようにいくつかの項目で基準値を超え

ているものがあるが、健康に被害を与えるような重大な問題は見出されなかった。

また、一部で塩水化のわずかな影響を受けている水質も見られたが、現時点で飲

用に影響を与えることはないと判断される。  

 

(3) 基準値超過への考え方 

ポルシャバ観測孔／観測井及びモデル村落観測孔の試料について、バングラデシ

ュ基準値及び WHO ガイドラインを超過した水質項目の処理法及び考え方を表

5.5.16 に示す。健康影響の面から考慮した場合、Mn の処理が必要であるが、バン

グラデシュの実情を考慮した場合、現実的な対策は困難である。 

 

(4) モデル村落改良型深井戸 

モデル村落に設置された改良型深井戸の取水深度は、深井戸（深度 300m、ポルシ

ャバ観測井・コアボーリング観測孔等）と浅井戸（深度 50m 近辺、既存井戸等）

の中間に位置する。改良型深井戸の一般水質項目（砒素を除く）は全体的に観測

井・観測孔と同様良好であるが、多くの試料から高濃度のアンモニアが検出され

た。既存の浅井戸でも、多くの試料でこのような傾向が示されている。浅井戸と

同様、改良型深井戸においても化学肥料やこやし、家畜のし尿等による汚染が発

生している恐れがある。また改良型深井戸設置工事に際しては、資材として牛糞

泥水が使用されているため、これがアンモニア汚染を発生させた可能性もある。

チュアダンガ及びジェナイダでは改良型深井戸の取水帯水層がジェソールより浅

く、鉄やカルシウム等でより高い濃度を示した。 

 

(5) 調査地域内既存井戸（モデル村落含む） 

前述のとおり、既存井戸の地下水は全体的に還元性を示している。いくつかの試
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料が塩水化を示すが、殆どの試料は淡水性を示している。既存井戸地下水はある

程度の汚染がみられることが大きな特徴である。飲用水としての観点から、既存

井戸地下水はしばしば汚染を示している。砒素汚染だけでなく、他の一般水質項

目に関しても注意が必要である。 

硝酸や亜硝酸、アンモニアといった窒素関連の水質に関しては、雨季における硝

酸及び亜硝酸濃度が乾季に比べて高い（表 5.5.5‐5.5.6 参照）。一方、雨季におけ

るアンモニア濃度は乾季に比べて低い。これら 3 項目間で酸化還元反応が生じて

いると思われる。アンモニアに関しては、健康に関する WHO ガイドラインは設定

されていないものの、高濃度のアンモニアは臭い・味等、飲用時の苦情を引き起

こす可能性がある。更に、アンモニアはバクテリアや下水、動物のし尿による汚

染を表す指標でもある。 

カドミウムや全クロム、ニッケル、亜鉛等その他の項目においても季節変動がみ

られたものの、これらの原因については本調査では解明されなかった。 

 

(6) モデル村落池水 

砒素濃度が低いため、池水は他の代替水源が限られている地域では水源の一つで

ある。その酸化状態により、鉄、マンガン、総高度、カルシウム、マグネシウム

等の重金属及び他の水質項目では、浅層地下水より低い濃度を示している。一方、

浅層地下水より高い結果を示す項目もみられる。飲用の観点から、高い COD 値は

重要な課題である。これは、池水が水面部から汚染されている可能性を示してお

り、他の水質項目に関しても同様に水面からの汚染が発生している可能性が考え

られる。これらの結果から、飲用水としての池水の使用には衛生面でのケア及び

原水の処理が必須条件である。また水質面からの問題ではないが、量的な制限も

課題として挙げられる。 
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、
健

康
影

響
に

基
づ

く
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

な

い
。

 
－

 

全
て

の
観

測
井

・
観

測
孔

で
連

続
的

に
超

過
。

 

B
an

gl
ad

e
sh

 
 

 
3
5

1
6

Ｍ
ｇ
 

W
H

O
 

 
－

・
W

H
O

で
は

、
健

康
影

響
に

基
づ

く
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

な

い
。

 
－

 

ジ
ェ

ナ
イ

ダ
の

観
測

井
で

集
中

的
に

超
過

。
 

B
an

gl
ad

e
sh

 
 

 
2
0
0

1

N
a 

W
H

O
 

 
－

・
W

H
O

で
は

、
健

康
影

響
に

基
づ

く
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

な

い
。

 
－

 

ジ
ェ

ナ
イ

ダ
モ

デ
ル

村
落

の
観

測
孔

で
1

度
だ

け
超

過
。

 

B
an

gl
ad

e
sh

 
 

 
0
.0

5
0

P
b 

W
H

O
 

 
0
.0

1

・
バ

国
の

基
準

は
、

W
H

O
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

値
よ

り
緩

い
。

 

・
W

H
O

値
は

、
健

康
影

響
に

基
づ

く
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

あ

る
。

 
3
 

散
発

的
。

 

B
an

gl
ad

e
sh

 
 

 
0
.1

0

N
i 

W
H

O
 

 
0
.0

2

・
バ

国
の

基
準

は
、

W
H

O
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

値
よ

り
緩

い
。

 

W
H

O
値

は
、

健
康

影
響

に
基

づ
く

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
あ

る
。

 
1
 

ジ
ェ

ソ
ー

ル
モ

デ
ル

村
落

の
観

測
孔

で
1

回
だ

け

W
H

O
値

を
超

過
。

 

B
an

gl
ad

e
sh

 
4
 

1
3
 

C
O

D
 

W
H

O
 

 
－

・
W

H
O

で
は

、
健

康
影

響
に

基
づ

く
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

な

い
。

 

－
 

散
発

的
。

 



表
5
.5

.1
6
  

深
井

戸
（
深

度
3
0
0
ｍ

）
に

お
け

る
一

般
水

質
項

目
基

準
値

及
び

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

値
超

過
サ

ン
プ

ル
へ

の
考

え
方

 

検
討

対
象

サ
ン

プ
ル

 
ﾎ

ﾟﾙ
ｼ
ｬ
ﾊ

ﾞの
深

層
地

下
水

観
測

孔
及

び
観

測
井

、
モ

デ
ル

村
落

の
深

層
地

下
水

観
測

孔
 

 

5-145

 
 

 
測

定
項

目
想

定
さ

れ
る

処
理

法
調

査
団

と
し

て
の

考
え

方

N
O

2
 

特
に

な
し

 
 

・
バ

国
の

基
準

を
超

過
し

て
い

る
が

、
3
m

g/
l以

下
で

あ
り

、
人

体
へ

の
影

響
は

少
な

い
と

思
わ

れ
る

N
H

3
 

特
に

な
し

 
 

・
人

体
へ

の
影

響
は

な
い

と
思

わ
れ

る

M
n
 

酸
化

剤
（
C

l２
、

K
M

n
O

4
）
に

よ
る

不
溶

化
及

び

ろ
過

処
理

 

・
バ

国
の

水
質

状
態

を
考

え
る

と
M

n
が

＜
0
.1

m
g/

lの
地

下
水

源
を

探
す

の
は

困
難

 

・
Ｍ

ｎ
は

除
去

が
難

し
い

。
薬

品
を

使
わ

な
い

ば
っ

気
処

理
で

は
、

鉄
ほ

ど
の

除
去

効
果

は
少

な
い

 

・
前

述
の

方
法

な
ら

0
.5

m
g/

lを
ク

リ
ア

ー
で

き
る

が
、

経
済

上
・
運

転
操

作
上

困
難

 

F
e
 

ば
っ

気
ろ

過
処

理
 

 
・
連

続
的

に
バ

国
基

準
を

超
過

し
て

い
る

観
測

孔
が

多
い

が
、

人
体

へ
の

影
響

は
な

い

・
前

述
の

処
理

を
行

え
ば

、
1
m

g/
ｌを

達
成

で
き

る
水

源
は

多
い

と
思

わ
れ

る
 

C
a 

ア
ル

カ
リ

処
理

に
よ

る
不

溶
化

 
 

・
連

続
的

に
バ

国
基

準
を

超
過

し
て

い
る

観
測

孔
が

多
い

が
、

人
体

へ
の

影
響

は
な

い

・
前

述
の

処
理

法
は

、
経

済
上

・
運

転
操

作
上

困
難

 

M
g 

ア
ル

カ
リ

処
理

に
よ

る
不

溶
化

 
 

・
集

中
的

に
バ

国
基

準
を

超
過

し
て

い
る

観
測

井
が

あ
る

が
、

人
体

へ
の

影
響

は
な

い

・
前

述
の

処
理

法
は

、
経

済
上

・
運

転
操

作
上

困
難

 

N
a 

特
に

な
し

 
 

・
味

に
対

す
る

苦
情

は
あ

る
と

思
わ

れ
る

が
、

人
体

へ
の

影
響

は
な

い

P
b 

凝
集

ろ
過

法
 

 
・
W

H
O

値
を

わ
ず

か
に

超
え

て
い

る
も

の
の

、
バ

国
基

準
は

超
え

て
い

な
い

・
低

濃
度

の
た

め
、

処
理

に
よ

る
完

全
な

除
去

は
困

難
 

N
i 

凝
集

ろ
過

法
 

 
・
W

H
O

値
を

わ
ず

か
に

超
え

て
い

る
も

の
の

、
バ

国
基

準
は

超
え

て
い

な
い

・
低

濃
度

の
た

め
、

処
理

に
よ

る
完

全
な

除
去

は
困

難
 

C
O

D
 

生
物

学
的

処
理

＋
消

化
脱

窒
法

 
 

・
バ

国
の

地
下

水
は

還
元

性
が

高
い

た
め

、
そ

の
影

響
を

受
け

て
い

る
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